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概要 
（100～150 字程度） 

 ピロリ菌感染による消化器系癌の治療には「細胞極性の阻害を抑制

する」新規戦略が有効であると期待される。本研究では、細胞極性因

子 PAR-1 の機能欠損を抑制するサプレッサー遺伝子変異の候補遺伝子

VAB-10 の機能解析を遂行し、PAR-1 変異体の致死性が、VAB-10 の阻害

により部分的に抑制されることを確認した。 

 
 

研究目的 
（300 字程度） 

 胃癌を含む胃粘膜病変を引き起こす原因として、ピロリ菌などの持

続細菌感染による消化器官細胞の変性が挙げられる。細菌性癌誘導因

子の CagA は、細胞極 性因子の PAR-1 キナーゼを直接結合で阻害する

ことが報告されることから、消化器系癌の治療には「細胞極性の阻害

を抑制する」新規アプローチが有効であると期待される。本研究では、

PAR-1 の機能欠損を抑制するサプレッサー遺伝子変異を同定し、その 

遺伝子の機能解析を遂行することを目的とする。 

研究内容・成果 
（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

 本研究では、細胞極性因子 PAR-1 の機能欠損を抑制するサプレッサ

ー遺伝子変異の候補遺伝子 VAB-10 の機能解析を遂行した。共同研究先

の茂木研究室では、線虫 C.elegans をモデル動物として PAR-1 変異体

の致死性を抑制するサプレッサー遺伝子を多数同定しており、その候

補遺伝子としてスペクトラプラキン（VAB-10）が挙げられた。VAB-10 は

アクチン細胞骨格と微小管の両方に結合しうる因子として、生殖腺の

移動に関わることが研究代表者によって明らかにされた（Development 

2011, 138; 4013-4023）。本プロジェクトでは、PAR-1 変異体の胚性致

死が、VAB-10 の阻害により部分的に抑制されることを確認した。この

結果が示す PAR-1 と VAB-10 の機能的関連は、広範な組織極性の形成と

維持における新規恒常性機構を提示する。 
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